
 

 

日時  平成 24 年 5 月 29 日 （火 ） 第 1 回  10 : 00～12 : 00  

第 2 回  15 : 30～17 : 30  

会 場  中 央合同庁舎 4 号館 12 階  第 1219-1221 会 議室  

参 加者  153 社 ／団体  203 名 （2 回 合計 ） 

議事次第 

( 1 )  挨 拶  農 林水産省  食料産業局  企画課  食品企業行動室長  西

経子  

(2 )  平 成 23 年 度の取組の概要について 

(3 )  平 成 24 年 度の研究会 ・勉強会のテーマと進め方について 

・FCP 企 業力アップ研究会  

・品 質監査に関する研究会  

・商 品情報の効率的なやり取 りに関する研究会  

・「FCP 展 示会 ・商談会シート」の普及に向けた勉強会  

・消 費者対話の活性化勉強会  

・FCP 普及 ・戦略研究会  

・「食 の信頼 」標準化研究会  

(4 )  質 疑応答  

(5 )  その他  

説明会概要 



農林水産省では、フード・コミュニケーション・プロジ

ェクト（FCP）平 成 24 年 度の取組に関する説明会 を平成 24 年 5 月 29 日 （火 ）

に開催 しました。農 林水産省食料産業局企画課食品企業行動室長の西から

の冒頭挨拶のあと、平 成 23 年 度の活動内容の概要報告 と、平成 24 年 度の

取組内容に関する説明 をさせていただきました。 

１ .平 成 23 年 度の取組の概要について 

FCP の基本的な考え方や FCP で開発 した各種ツールの概要等について

御説明するとともに、平成 23 年 度の取組概要 として、農林水産省が主催

した 4 つの「研究会 」の活動内容を御紹介しました。（詳細につきまして

は、資料 1 及び 2 を御参照下 さい。） 

また、FCP の仕組みを活用 して地域の食品産業の活性化につながる活動

を行 っている「地域ブランチ」の概要について御紹介 しました。（詳細につき

ましては、資料 5 を御参照下 さい。） 

 

２ .平 成 24 年 度の研究会 ・勉強会のテーマと進め方について 

 (1 )  平 成 24 年 度の研究会のテーマについて 

平 成 24 年 度の研究会のテーマについては、4 月 に行 った FCP 情報

共有ネットワークの参加企業 ・団体の皆様からいただいた御意見 ・御

要望を踏まえ、以下のとおりとしたことを御説明 しました。（活動内容

及びスケジュール等の詳細につきましては、資料 3 を御参照下 さ

い。） 

① 農 林水産省が運営する研究会 ・勉 強会  

  ・  FCP 企 業力 アップ研究会  

  ・  品 質 監査に関する研究会  

  ・  商 品 情報の効率的なやり取 りに関する研究会  



  ・  「 FCP 展 示会 ・商 談会シート」の普及に向けた勉強会  

  ・  消 費 者対話の活性化勉強会  

② 事 業者の主体的な取組 としての研究会  

  ・  FCP 普 及 ・戦略研究会  

  ・  「食 の信頼 」標準化研究会  
 

 ( 2 )  参 加申 し込みについて 

平 成 24 年 度研究会 ・勉強会の参加規約 、参加申込方法及び参

加申込書の提出期限等の概要について御説明 しました。（詳細につ

きましては、資料 4 を御参照下 さい。） 

※参加申込書の提出期限は 6 月 8 日 （金 ）とさせていただいており

ますが、その後 も年間を通 して随時受け付けます。 

配布資料 



フード・コミュニケーション・プロジェクト（FCP)について～概要～ 

ＦＣＰの特長 

（資料１） 

ＦＣＰとは 

FCPは、規制によってではなく、食品事業者の意欲的な取組の活性化により、消費者の食に対する信頼向上を図る取組。 

食品事業者の行動の「見える化」をテーマに取組を推進。 

農林水産省が、食品事業者や関連事業者に参加を呼びかけ、これら関係者の「協働」で推進（平成20年度に立ち上げ）。 

原料調達から、製造、保管・輸送、販売に至るまでの複雑なフードチェーンの各段階において、食品事業者が何をしている

かを「見える化」することにより、食への信頼確保のため努力している食品事業者が適正に評価される機会の増大を目指す。 

FCPの基本的な考え方に賛同する食品事業者（製造、卸売、小売等）、地方公共団体、金融機関等と

農林水産省との間でネットワークを構築（平成24年4月末現在で1,252社／団体が参画）。 

食品事業者、地方公共団体、金融機関等からなる「情報共有ネットワーク」を構築 １ １ 

ＦＣＰは、フードチェーン全体を見通す取組であり、関係する業種（製造、卸売、小売）も企業規模も様々。 

多種多様な食品事業者が「協働」で「食への信頼向上」への取組を進めるためには、「共通言語」が必要。 

業種を超えて「食」への信頼向上に取り組む「協働の着眼点」を策定 ２ ２ 

平成20年度に、食品事業者の自主的な参加による作業グループを組織して策定。42回の会合に、合計で70社から、

延べ400名近い方々が参画。 

このため、業種、規模、企業内の部署等にかかわらず、消費者の信頼向上のため「食品事業者であれば気をつけるべき 

こと」を「協働の着眼点」（食品の品質管理や消費者への情報提供など16項目）としてまとめ、業種を超えて共有。 

「協働の着眼点」をフードチェーンの様々な段階で活用し、食への信頼の「見える化」を推進 ３ ３ 

「協働の着眼点」を共通基盤として、取引情報のやり取り効率化、社内や取引先の適正な評価、消費者とのコミュニ

ケーション強化等に取り組む食品事業者の輪を拡げることにより、フードチェーン全体での透明性向上や社会的コスト

抑制につなげる。 



フード・コミュニケーション・プロジェクト（FCP)について～具体的な取組①～ 

ベーシック１６ ベーシック１６ 

「協働の着眼点」の16分野を基に、自らの業務を振り
返り、自社の体制強化につなげる「確認シート」 

展示会・商談会において、「出展者」の効率的・効果
的な商品の売込みと、「購入者」の効率的な商品発掘
可能にする、統一フォーマット 

工場監査を行う側・受ける側の双方にとって対応の効
率化を図るため、監査のチェック項目を共有化 

FCP展示会・商談会シート FCP展示会・商談会シート 

FCP共通工場監査項目 FCP共通工場監査項目 FCPダイアログ・システム FCPダイアログ・システム 

消費者とのコミュニケーションを効果的に実施する
ための手引き 

ＦＣＰ推進のためのツールの作成 



フード・コミュニケーション・プロジェクト（FCP)について～具体的な取組②～ 

地域の食品事業者への「協働の着眼点」の普及 
地域ブランチの活動 

地域の食品事業者への「協働の着眼点」の普及 
地域ブランチの活動 

事業者間の「協働」の取組の促進 事業者間の「協働」の取組の促進 

地域の食品産業の活性化のため、都道府県単位で、
独自にFCPの仕組みを活用する活動を「地域ブラン
チ」としてサポート。 

各都道府県から、人材育成、販路開拓などの活動の
提案を受け付け。平成23年度は、岩手県、三重県、
和歌山県、愛媛県、山梨県、栃木県、大分県、滋賀
県、島根県で地域ブランチの展開。 

FCP推進に向けた課題に対応するため、農水省が
テーマを設定して食品事業者に参加を呼びかける 
研究会を運営。 

また、食品事業者や関連事業者が、自らFCPを普及し、
「協働の着眼点」を積極的にビジネスで活用していた
だけるよう、業種を超えた「協働」の場作りを促進。 

事業者によるFCPの普及のあり方の研究の場や、「協
働の着眼点」を活用したアセスメントに関する情報共
有の場をサポートするほか、東京大学食の安全研究セ
ンターと連携して活動報告会を開催。 

栃木県 栃木県 

滋賀県 滋賀県 大分県 大分県 島根県 島根県 

山梨県 山梨県 

三重県 三重県 

岩手県 岩手県 和歌山県 和歌山県 

愛媛県 愛媛県 



●協働の着眼点樹形図  
 製造版 http://www.food-communication-project.jp/pdf/aim04_m03.pdf 
  
●ベーシック１６ http://www.food-communication-project.jp/pdf/basic16.pdf 
 
●消費者との対話のあり方研究会 
 ＦＣＰダイアログ・システム（第一版） 
 http://www.food-communication-project.jp/pdf/h22_result_005.pdf 
 
 ＦＣＰダイアログ・システム作業シート 
 http://www.food-communication-project.jp/pdf/h22_result_004.pdf 
 
●「企業力向上の場としてのマッチング・商談会」の活用促進に関する研究会 
 ＦＣＰ展示会・商談会シートと着眼点との関連 
 http://www.food-communication-project.jp/pdf/h22_result_011.pdf 
 ＦＣＰ展示会・商談会シート 
 http://www.food-communication-project.jp/result/index.html#01 
 
●「工場監査項目の標準化・共有化」研究会 ＦＣＰ共通工場監査項目 第１．０版 
 http://www.food-communication-project.jp/pdf/h22_result_001.pdf 
 
●ＦＣＰ共通工場監査項目に関する要求水準及び監査手法 ～ＦＣＰ共通工場監査項目（第１．０版） 付属資料～ 
 http://www.food-communication-project.jp/pdf/h22_result_007.pdf 

※ご利用いただく際の注意点がありますので、詳細は、ホームページをご確認ください。 

Copyright (C) 2012 MAFF All Rights 

Reserved. 

4 
FCPの詳細はホームページ（ http://www.food-communication-project.jp ）を御参照下さい   FCPの詳細はホームページ（ http://www.food-communication-project.jp ）を御参照下さい   

フード・コミュニケーション・プロジェクト（FCP)について～成果物のご案内～ 

ＦＣＰ成果物は、以下よりダウンロードできます。 ＦＣＰ成果物は、以下よりダウンロードできます。 



http://www.food-communication-project.jp/ 

平成２４年５月２９日 

フード・コミュニケーション・プロジェクト 
 
～～平成２３年度の取組の概要について～～ 

食 料 産 業 局  企 画 課  食 品 企 業 行 動 室 

フード・コミュニケーション・プロジェクト事務局 

資料２ 

Copyright (C) 2012 MAFF All Rights Reserved. 



①農林水産省
が設ける研究・
発 表 の 場 

②事業者の主
体 的 な 取 組 
（農水省が運営
に 関 与 ） 

【 研 究 会 】 情 報 共 有 の 場 【 研 究 会 】 情 報 共 有 の 場 

消 費 者 と の 対 話 の あ り 方 消 費 者 と の 対 話 の あ り 方 

工場監査項目の標準化・共有化 工場監査項目の標準化・共有化 

商品情報の効率的なやりとり 商品情報の効率的なやりとり 

企 業 力 向 上 の 場 と し て の 
マ ッ チ ン グ フ ェ ア ・ 商 談 会 の 活 用 
企 業 力 向 上 の 場 と し て の 
マ ッ チ ン グ フ ェ ア ・ 商 談 会 の 活 用 

ＦＣＰ普及・戦略 ＦＣＰ普及・戦略 

ＦＣＰアセスメント ＦＣＰアセスメント 

活動パターン 活動パターン 

岩 手 
ブランチ 
岩 手 
ブランチ 

山 梨 
ブランチ 
山 梨 
ブランチ 

平成２３年度  ＦＣＰ研究会活動 

地
域
ブ
ラ
ン
チ 

地
域
ブ
ラ
ン
チ 

三 重 
ブランチ 
三 重 
ブランチ 

和 歌 山 
ブランチ 
和 歌 山 
ブランチ 

大 分 
ブランチ 
大 分 
ブランチ 

滋 賀 
ブランチ 
滋 賀 
ブランチ 

愛 媛 
ブランチ 
愛 媛 
ブランチ 

栃 木 
ブランチ 
栃 木 
ブランチ 

島 根 
ブランチ 
島 根 
ブランチ 

地域の状況に応じた 
テーマ設定 

地域の状況に応じた 
テーマ設定 

Copyright (C) 2012 MAFF All Rights Reserved. 2 



工場監査項目の標準化・共有化研究会 

【平成23年度の研究会の目的】監査の用途や目的を入力すると、それに適
した監査シートを作成するプログラムの作成（完成後、ホームページで公開） 

Copyright (C) 2012 MAFF All Rights Reserved. 3 



項
目
番
号

重要度 商品情報の管理体制 管理体制の状態

商品情報管理に対する理念を文書化していないが、経営層が約束している

企業理念と方針を文章化している

商品情報管理に対する理念を、会社ホームページや会社案内などで示している

管理する商品情報を明確にしている

商品情報管理の実施手順書がある

仕様書を持っている

定常的に入手し管理する項目と、その都度入手する項目を分けている

商品情報の項目について、提出先によって管理するレベルを分けている

商品情報の項目について、フードチェーンのどこまで管理するか決めている

管理する項目を、文書化・様式化している

保管期間を決めた根拠がある

商品の販売期間を考慮し、項目別に商品情報の管理期間を設定している

変更を伴う商品情報の項目について、その変更頻度で保管期間を決めている

商品情報について、項目別に保管期間を決めていることを、管理規程で文書化している

迅速に対応できる仕組みがある

フードチェーンにおける一つ手前の取引先の情報が得られる状態になっている

問合せがあった場合、回答期日の目処を言うことができる

商品情報の承認の流れを決めている

商品情報の取得の頻度を決めている

取得・承認・保管の手順を、管理規程で文書化している

商品情報を管理規程に従って保管している

商品情報の保管方法を、管理規程で文書化している

電子ファイルなどで保管している

顧客の求める内容に合わせて、商品情報の項目を設定している

表示の根拠となる商品情報の項目を明確にしている

社外に提出する商品情報は、専門知識のある担当者が確認している

社外に提出する商品情報の承認者を決めている

品質管理、品質保証の部門が独立している

品質管理、品質保証の部門が、第三者視点で指摘できる

（可用性について）商品情報について、どこにあるのかをわかっている

（完全性について）商品情報の改定履歴、更新履歴がある

商品情報について、改ざんが行なわれていないことを確認している

管理する商品情報の項目を明確にしている

商品情報の項目について、原則非開示としている理由を明確にしている

公開する商品情報の項目を決めている

13 必須 商品情報について、管理する項目ごとに担保できる根拠を確認している（書類等） 商品情報の項目を確認する際、法規制・商品特性・製造特性の項目と結び付けができる

1 望ましい 企業の商品情報管理について、理念を決めている

2 望ましい 企業の商品情報管理について、管理のルールを決めている

3 必須 商品情報について、管理する項目を決めている

4 必須 商品情報について、管理する項目ごとに保管する期間を決めている

5 必須 商品情報について、問合せを受けた際、的確な対応を実施する体制を決めている

6 必須 商品情報について、取得・承認・保管の手順を決めている

7 必須 商品情報について、保管する方法を決めている

8 望ましい 商品情報について、管理する項目ごとに商品情報として設定した理由を決めている

9 必須 商品情報について、管理する部門を決めている

10 必須
商品情報について、工程管理、品質管理、品質保証、原材料管理を行うための体制を決めている
（部門の業務分掌の明確化）

11 必須

商品情報について、管理する項目ごとに情報セキュリティ※の確保を行っている
（機密性、完全性、可用性の維持）
※「情報セキュリティ」 とは、「情報の “機密性”、 “完全性”及び “可用性”を維持すること」
　～　ISO/IEC27001（情報技術-セキュリティ技術-情報セキュリティマネジメントシステム-要求事項）より

12 望ましい 商品情報について、管理する項目ごとに開示と原則非開示の区別を決めている

項
目
番
号

重要度 商品情報の管理体制 管理体制の状態

商品情報部門の担当者に対して、商品情報を管理する意義を教育している

商品情報部門の担当者に対する教育体制がある

商品情報部門の担当者に対する教育プログラムを持っている

商品情報部門の担当者に対する教育した記録がある

商品情報部門の担当者に対する力量認定を行っている

従業員全員に品質に関する教育体制がある

従業員全員に品質に関する教育した記録がある

従業員全員に品質に関する教育プログラムを持っている

従業員全員に品質に関する力量認定を行っている

原料の産地変更の確認を行なっている

製品の規格や工程情報などの確認を行なっている

原料の調達情報と内部管理情報が一致していることを確認している

社外に提出する商品情報は、決められた承認者の承認を取っている

社外に提出する商品情報は、会社別、指定された規格書別、商品別に確認している

商品情報を提出する際、提出先を記録している

複数回確認する体制がある

確認体制の有無を明確にできる

承認者の確認の有無を明確にできる

商品情報に関連する書類の更新日を管理している

商品情報に関連する法律について、発布や更新した内容を確認し、商品情報を更新する仕組みがある

原料メーカーから規格書を入手している

原料メーカーと連絡を取る体制がある

原料メーカーを監査する体制がある

商品情報を取引先から入手した際、内容を確認できる仕組みがある

商品情報を取引先から入手した際、製品と紐付けできる

商品情報に関連する情報について、フードチェーンにおける一つ手前の取引先から得ている

製造記録に原料や製品のロットを記している

商品とその商品情報と紐付けが出来る

社内における原料や製品のロット管理の体制を確認している

社内におけるトレサビリティの体制を確認している

緊急時における社内の各担当の責任及び役割をあらかじめ定めている

緊急時において関連する情報を、迅速に収集する体制を整備している

緊急時において関連する情報を、関係者に迅速に伝達する体制を整備している

原因究明が迅速にできるよう、あらかじめ記録を管理している

緊急時に迅速に対応するため、事件性のある食品汚染も想定して、判断基準、対応ルール及び手順をあらかじめ定めている

緊急時対応の経験に基づいて、自社における体制及び取組の見直しを行うこととしている

14 必須
商品情報を取り扱う部門の担当者に対し、商品情報についての専門知識（法律等の知識）及び管理するための教育
を行っている

15 望ましい 商品情報について、従業員全員に品質に関する教育を行っている

16 必須 商品情報について、社外に提出する際、管理する項目ごとに正確であることを確認している

17 必須 商品情報について、定期的な更新を行っている

18 必須
商品情報について、原料メーカーに関連する情報の管理体制があることを確認している
（確認を行う担当者及びその手順）

19 必須 商品情報について、取引先から入手した際、管理する項目ごとに正確であることを確認している

20 必須 商品情報について、管理する項目ごとに原料情報との紐付けを実施できる

21 望ましい
商品情報について、緊急時（事件及び事故発生時）に問合せを受ける場合を想定して、迅速、円滑かつ適切に対応
するための自社内の体制を整備し、また体制の見直しを行っている

「情報の信頼性を担保する情報」のやり取りを減らすために、「商品情報の管理
体制」がどのような状態であれば良いかを整理した一覧表を作成しました。 

●「情報の信頼性を担保する情報」  

  を省略できる事例 

●「ＦＣＰ商品情報の管理体制項目」 

  の活用事例 

「ＦＣＰ商品情報の管理体制項目」を
使用することで、情報の信頼性を担
保する情報を減らすことができると
考えられる具体的なケースやシーン
についてご提案をまとめました。 

【平成23年度の研究会の目的】 
 本研究会では、消費者を起点としてフードチェーン全体で情報共有の手法
を研究することにより、商品に関する情報（特に品質情報）が効率的にやり
取りされるための論点を整理し、協働での対応方向を研究しています。 

 平成２３年度は、「情報管理体制に関する情報をやりとりすることで、実際
にやりとりする情報の量・回数（頻度）を減らせるのではないか（代替できる
のではないか）」という仮説に基づいて議論を進め、個別事例の研究を積み
上げました。 

「ＦＣＰ商品情報の管理体制項目」を作成！ 

「ＦＣＰ商品情報の管理体制項目」を別
の局面（取組のＰＲや工場監査での利
用など）でどのように活用できるか、今
後の発展可能性についてご提案をま
とめました。 
 

 

商品情報の効率的なやり取りに関する研究会 
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■ 商品特性と取引条件

商 品 名

最 も お い し い 時 期 賞味期限／消費期限 賞味期限 消費期限

主 原 料 産 地
（ 漁 獲 場 所 等 ）

JAN コ ー ド
（ 13 桁も し く は ８ 桁 ）

内 容 量 希望小売価格（税込）

1ケースあたり 入数 保 存 温 度 帯

発 注 リ ー ド タ イ ム 販 売 エ リ ア の 制 限

縦(㌢) 横(㌢) 高さ(㌢） 重量（㌔）

認 証 ・ 認 定 機 関 の

許認可（ 商品・工場等）

利用シーン
（利用方法・おすすめレシピ等）

商品特徴

■ 商品写真

ＦＣＰ展示会・商談会シート

写真
商品の全体がわかる写真を貼付

一括表示

（現物の写真を字が読めるように映像で貼付）

アレルギー表示（特定原材料）　※使用している項目に☑

最低ケース納品単位 ケースサイズ（重量）

ターゲット

お客様
（性別・年齢層など）

売り先

× ×

有機ＪＡＳ ＩＳＯ 農業生産工程管理（ＧＡＰ）

その他→

フードサービス 商社・卸 メーカー 小売 ホテル・宴会・レジャー

その他（右に記入→）

有→無

えび かに 小麦 そば 卵 乳 落花生

ＨＡＣＣＰ

番号 シート項目 補足内容

1 商品名
今回商談する商品の名称を記入してください。独特の読み方や読みづらい名称は、ふりがなを振
りましょう。

2 最も美味しい時期
旬に関係なく、年間販売が可能な加工品等の場合は『通年』も可ですが、一番販売に適している
時期や販売強化をしたい時期を記入してください。また期間限定の場合はその理由とともに限定
期間を記入してください。

3 賞味期限・消費期限

　食品の情報を把握している製造業者等が科学的、合理的根拠をもって適正に設定。全ての加工食品には、賞味期
限又は消費期限のどちらかの期限表示が表示されています。（一部の食品を除く）
賞味期限 Best-before
おいしく食べることができる期限です。 この期限を過ぎても、すぐ食べられないということではありません。
定義：定められた方法により保存した場合において、期待されるすべての品質の保持が十分に可能であると認められ
る期限を示す年月日をいう。ただし、当該期限を超えた場合であっても、これらの品質が保持されていることがあるも
のとする。
消費期限 Use-by date 期限を過ぎたら食べない方が良いんです。
定義：定められた方法により保存した場合において、腐敗、変敗その他の品質の劣化に伴い安全性を欠くこととなる
おそれがないと認められる期限を示す年月日をいう。⇒詳細はこちらから
http://www.maff.go.jp/j/jas/hyoji/kigen.html

4 主原料産地（漁獲場所など）
複数の原材料について記載する場合は、原材料名と産地を記載してください。産地が限定できな
い場合は、○○他などと記載してください。

5 JANコード
JANコードはバーコード（JANシンボル）として商品などに表示されるもの。使用するには申請が必
要です。

6 内容量
商品あたりの内容量を記載。包装した生鮮食品、及び加工食品にあっては、内容量を内容重量、
内容体積又は内容数量のいずれかの方法で表示しなければなりません。

7 希望小売価格（税込）
製造業者が設定した小売価格。卸値（取引先受け渡し価格（送料の有無）・ネット・納品価格）
も同時に尋ねられる場合もありますので、ここに書く必要はありませんが答えられるようにしておく
と良いでしょう。

8 1ケースあたりの入り数
１ケースあたりに商品がいくつ入っているか。荷姿が合わせの場合は、具体的に記載してくださ
い。　　　　　（例　１ケースあたり１０入りで２合わせの場合⇒１０入り２合わせ）

9 保存温度帯 常温、チルド、冷凍などを記載。特殊な温度帯の場合は、詳細を記載してください。

10 発注リードタイム
御社に注文が入ってから、取引先に納品されるまでを、日数で記入してください。エリアや最低
ケース納品単位によって違う場合は、その内容を記載してください。

11 販売エリアの制限 『有』にチェックされた場合は、範囲とその理由を明確に答えられるようにしておいてください。

12 最低ケース納品単位
何ケースから納品が可能かケースを記載。合わせ商品の場合は具体的に記載してください（例
５ケース＝１甲（こおり）等）、またエリアによって違う場合はその内容を記載してください。

13 ケースサイズ（重量） １ケースあたりのサイズ（重量）を記載してください。

14
認定・認証機関の許認可
（商品・工場等）

該当するものに○をしてください。ISO,HACCP,GAPに関しては具体的な名称まで記入してくださ
い。例　ISO22000等。また自治体等の認証を取得されている場合も積極的に記入してください。

15 ターゲット

《売り先》希望する売り先を選択してください（フードサービスとはここでは中食・外食を指しま
す）。またバイヤーからは、過去に取引実績のある売り先を聞かれる場合がありますので、答え
られるようにしておくと良いでしょう。
《お客様》まず誰（どの年代、男女など）に食してもらいたいかを明確にすることです。「全ての
年代」「老若男女」などはやめましょう。

16
利用シーン（利用方法・お
すすめレシピ等）

　商品の利用方法（一番美味しく食べられる）調理法、場面、組み合わせ（食べ合わせ）等を記
入してください。商品の産地でよく食べられている、または、ちょっと変わった調理法や風習など
があれば記入すると良いでしょう。
《例》●●することで●●になります。
　　　①特徴は●●なので、●●料理に最適です。
　　　　⇒内容量は３００gですが、カロリーゼロなのでお夜食に最適です。
　　　②●●なので●●と相性が抜群です。
　　　　⇒薄味に仕上げていますので〇〇料理の付け合せなどに最適です

商品特徴17

差別化のポイントを記載。原材料や使用した副材料の特徴、製造過程でのこだわり、商品開発に
あたり最も工夫した点、開発にまつわるエピソード等を明示すると良いでしょう。
また文章に関しては「○○なので、○○です」の表現が効果的です。

《例》①伝統（理由も説明）②珍しい、地元のみ（理由も説明）③品質・特徴・製法
　　　●●（品質・特徴）なので●●（他の同系品種）よりも●●です。
⇒地元の○○地区で採れたもののみを使用しているので、他社の同製品と比べても味の深みと香
りが違います。

⇒わが社では、3年かけて独自の○○製法を開発。その製法で作っているので、1日に作られる量
は限られますが、他社では真似のできない高品質の○○を提供できます

2 3 年 度 成 果 物  

展示会・商談会シート 
作成のてびき 

バイヤーへの普及の
ためのチラシ 

【平成23年度の研究会の目的】 FCPの基本的な考え方に基づき、23年
度はさらに「FCP展示会・商談会シート」を食品業界に広く普及させる 

【研究内容】 
①商談会シート記載事例の作成 
「商談会シートを活用しようとする事業者に
とって参考となるような事例の作成」 
②てびき製作に向けての原案作り 
「商談会シートの作成意欲を後押しすること
を目的としたてびきの作成」 
③バイヤーへの普及のためのチラシ作成に
向けた意見交換 
「商談会シートを認知していないバイヤーに
対し、その存在、有効性を知ってもらうことを
目的としたチラシの作成」 

作成事例 項目別補足シート 
入力しやすい 
シートへ改良 

消費者との対話のあり方研究会 
「企業力向上の場としてのマッチング・商談会」の 
                 活用に関する研究会 
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企
業 

消費者との対話のあり方研究会 

FCPダイアログ・システム 作業シートを利用した事例発表中心の研究会！ 

食品事業者と消費者間の信頼構築を目的とした対話型コミュニケーション
について、研究会成果物である「FCPダイアログ･システム」及び「作業
シート」を利用して、参加事業者の皆様の議論により、消費者との対話の
テーマ（コンテンツ）を選定し、そのテーマに基づいて事例発表を行うと
ともに、消費者との対話についてどのように取り組むべきかの議論を行い、
その結果の共有化を行いました 

食品事業者と消費者間の信頼構築を目的とした対話型コミュニケーション
について、研究会成果物である「FCPダイアログ･システム」及び「作業
シート」を利用して、参加事業者の皆様の議論により、消費者との対話の
テーマ（コンテンツ）を選定し、そのテーマに基づいて事例発表を行うと
ともに、消費者との対話についてどのように取り組むべきかの議論を行い、
その結果の共有化を行いました 

３７企業・団体、総勢５３名の皆さまの御参加 

研究会は、5回開催（1回目は、拡大研究会として「震災後の消費者意識の

変化への対応について」テーマに各研究会の垣根を越えて46名参加で開催） 
発表資料は作業シート普及のために、全てホームページで公開 

13事業者による「消費者との対話」の事例発表とグループワークの実施！ 

消
費
者 

消 費 者 
？ 階 層 

回
 
答 

回
 
答 

お 客 様 
相談窓口 

問
合
せ 

問
合
せ 

広

報 

工

場

見

学 

お
客
様
相
談
窓
口 

商

品

開

発 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

そ

の

他 

この回答で十
分だろうか？ 

消費者の質問
の「目的」と
「手段」が混乱
していないか？ 

各階層に対して、
コミュニケーショ
ンを用いた検討を
行い、安心、信頼
してもらえる回
答・手段の決定 

総 合 的 発 信 
多様な手法で消費者コ
ミュニケーションを実施 

第三階層 食について議論できる人 

第二階層 食に関する質問・返答がある人 

第一階層 食の情報に関心はあるが質問や返答がない人、又は食の情報に関心のない人 

第一、二階層に
対し、アンケー
ト 調 査 な ど 

第 三 階 層 と
「消費者の目
的について直
接対話」など 

ＦＣＰダイアログ・システムの考え方に基づいた総合的なコミュニケーション 

ここが 

ポイント 

※「お客様相談窓口」を起点とした場合のイメージ 
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